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●役職歴：厚生労働委員、立憲民主党政調会
長補佐、立憲民主党こども政策部門役員

●厚生労働委員として、年金、介護、医療、福
祉政策をライフワークに取り組む。

●党政調会長補佐として基金や事業の精査
を担当。予算のムダを徹底検証。

●党こども政策部門役員として、障害児童に
関する手当等の所得制限撤廃法案を国会
に提出。

実績

●1993年１月５日生まれ、溝口６丁目在住
●共働きの両親のもとに育ち、小学生から
祖父母の介護を経験

●桐蔭学園高等学校卒
●早稲田大学政治経済学部卒
●三井住友銀行にて勤務
●元子ども支援団体事務局長／スウェーデ
ンをはじめ国内外の福祉を研究

趣味：ラーメン屋さん巡り

プロフィール

〈地方分権〉 スマートな「分散型のまちづくり」へ
〈外交安保〉 「遠くに抑制的、近くに現実的」な体制へ
〈個人の尊重〉 誰もが「自分らしく輝ける」社会環境へ

もっと詳しい
政策はこちら

経 済

賃金を上げる！家計を支える！
未来へ投資する！

「人への投資」で
所得を増やす。

挑戦① 暮 らし

「多摩川格差」の是正！子育て・医療・
介護など暮らしを支えるサービスを守る！

みんなで「支え合う」
社会保障。

挑戦② 政治改革

民間の「常識」で政治資金の透明性を
確保！デジタル化で新しい政治へ 

一緒にはじめよう、
「フェアで新しい」政治。

挑戦③

✓ 給付付き税額控除を超党派で実現
✓ 公的家賃補助制度を創設し、単身・若
者・現役世帯の住まいの安心を確保

✓ 中小企業の社会保険料負担を軽減し
つつ、最低賃金1,500円にむけ段階
的に引き上げ

✓ 子育て、介護、医療、生活インフラ
など東京と川崎の生活支援格差
（多摩川格差）を是正
✓ 介護士、保育士、教職員等の処遇
を改善し、福祉・教育人材を確保

✓ 公的病院や救急・小児科・分娩医療
を重点支援

✓ 政治、政策決定をゆがめる企
業・団体からの寄附を禁止

✓ 政治資金パーティーの禁止
✓ ICT活用で
　「スマホワンストップ行政窓口」
を実現

平成生まれ、新時代への挑戦。

33歳

衆議院議員１期 松下政経塾出身
元こども支援団体事務局長元銀行員


